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　第６回定例会が９月２日から25日までの24日間の会期で開催され、令和２年度一般会計補正予算（第６号）
など新型コロナウイルス対応に関連する経費などを盛り込んだ補正予算案の他、令和元年度決算や新角館庁
舎の 12 月開庁に伴う組織再編に関する条例案など、報告関係３件、条例関係３件、予算関係９件、決算認
定関係 14 件、人事関係 20 件、その他５件の計 51 件が審議されました。
　議会初日には、各議案の上程の後に、農業委員会委員 17 名と、固定資産評価審査委員３名の人事案等が
可決され、その後本会議、各常任委員会審査を経て、一般会計補正予算は、GIGAスクール構想による市内
小中学生に対する１人１台のタブレット端末の導入事業や、売上が低迷した事業者に対する家賃支援、公共
施設等へのAI検温モニターの設置などを始めとした、新型コロナウイルス対策経費等が可決されております。
加えて、新角館庁舎が 12 月にオープンすることに伴う市役所組織の再編案として、これまで教育委員会の
所管だった文化財課とスポーツ振興課を市長部局に移管し、新たに「観光文化スポーツ部」を創設するため
の条例案も賛成多数で可決されました。
　クニマス未来館設計違算に伴う和解金請求訴訟の控訴審において、仙台高等裁判所秋田支部から和解金を
300 万円とする和解案が提示されたことを受け、議会最終日の本会議で和解することが議決されております。

令和２年度一般会計補正予算

９
月
定
例
会

可
決
・
認
定
さ
れ
た
主
な
議
案

◇工事請負契約の締結について
◇仙北市地方教育行政の組織及び運営に関する法律

第23条の規定に基づく職務権限の特例に関する条
例制定について

◇新角館庁舎建設に伴う関係条例の整備に関する条
例制定について

◇仙北市農業委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて（17件）

◇仙北市固定資産評価審査委員の選任につき同意を
求めることについて（3件）

◇令和2年度仙北市一般会計補正予算（第6号）（第
7号）（第8号）（第9号）

◇令和2年度仙北市国民健康保険・介護保険・生保
内財産区・田沢財産区特別会計補正予算

◇令和2年度仙北市病院事業会計補正予算（第1号）
◇令和元年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて

◇令和元年度仙北市集中管理・下水道・集落排水・
浄化槽事業特別会計歳入歳出決算認定について

◇令和元年度仙北市国民健康保険・後期高齢者医
療・介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

◇令和元年度仙北市生保内・田沢・雲沢財産区特別
会計歳入歳出決算認定について

◇令和元年度病院・温泉・水道事業会計決算認定に
ついて

◇仙北市児童館条例の一部を改正する条例制定につ
いて

◇財産の取得について（タブレット端末）
◇訴訟上の和解について（クニマス未来館設計違算

和解金訴訟）
○仙北市議会委員会条例の一部を改正する条例制定

について意見書 「新型コロナウイルス感染症の影
響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書」

補正額 20億3,268万円を可決 累計267億4,580万円に

− 9 月定例会−

新型コロナ対策　～GIGAスクール構想（小中学生にタブレット端末）や
事業者家賃支援などの補正予算を可決～
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本会議・予算常任委員会　9月定例会で審議された補正予算

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想 

小
中
学
校
へ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
目
的
は
？

質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
小
中
学
校

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
目
的
と
具
体
的
取
組

内
容
を
伺
う
。

答
弁　

国
が
推
奨
す
る「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

に
よ
り
、
生
徒
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
と
同
時
に
、
学
校
が
休
校
中
の
場
合
な
ど
非

常
時
・
緊
急
時
に
お
け
る
生
徒
と
の
連
絡
手
段
に
も

な
り
得
る
。
自
宅
学
習
の
実
証
実
験
も
予
定
し
て
お

り
、
端
末
や
ル
ー
タ
―
貸
出
し
の
他
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配

置
も
検
討
し
て
い
る
。

観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部　

新
設
の
ね
ら
い
は
？

質
問　

新
角
館
庁
舎
オ
ー
プ
ン
に
伴
う
組
織
再
編
と

し
て
、「
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
」
を
新
設
す
る
目

的
や
意
義
を
伺
う
。

答
弁　

観
光
と
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
担
当
が
一
体
的
な

視
点
に
よ
り
効
果
的
か
つ
計
画
的
に
事
業
を
進
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
新
た
な
部
に
は
、観
光
課
、

交
流
デ
ザ
イ
ン
課
、
文
化
創
造
課
、
文
化
財
保
護

室
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が
配
置
さ
れ
連
携
を
密
に
す

る
。
一
元
化
に
よ
り
強
力
な
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト

対
応
、
史
跡
や
文
化
財
等
を
活
用
し
た
観
光
素
材
の

開
拓
、
市
内
の
芸
術
文
化
団
体
の
活
動
支
援
や
民
族

芸
能
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
新
た
な
事
業
を
行
う
。

文
化
財
保
護
関
係
は
文
化
財
保
護
室
が
担
当
し
、
業

務
に
よ
っ
て
は
教
育
委
員
会
と
の
連
携
も
必
要
と
な

る
。 本

会
議
・
予
算
委
員
会
で
の
質
疑

■一般会計補正予算　主な内容
ふるさと仙北応援基金積立金 9億円 ふるさと納税寄付金の増加に伴う積立

仙北市プレミアム宿泊支援事業費 9,270万円 県のプレミアム宿泊券への上乗せ事業。3 万件分の追加

ＧＩＧＡスクール構想推進事業費 1億4,130万円 市内小中学校へのタブレット端末導入（児童生徒 1 人 1 台）

保育園児免疫力アップ遊具整備事
業費 334万円 市内保育所への遊具設置事業

新型コロナウイルス感染症対策事
業継続支援金給付事業 △1億140万円 事業継続支援金事業の清算減額

冬季交通対策費 4億3,584万円 冬期間の除排雪費用

予防接種事業 3,022万円 全市民を対象としたインフルエンザ予防接種に対する助成（1 人 2,000 円）

仙北市テナント事業者等支援金給
付事業費 1,000万円 コロナ対策として事業者の家賃等に対する助成

凡例 :賛→賛成、反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）
議決結果/議員賛否 令和2年 第6回 仙北市議会定例会（招集日：9/2　最終日：9/25）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

市
　
民

ク
ラ
ブ

公
明
党

共
産
党

無
会
派

小

林

幸

悦

髙

橋

　

豪

田

口

寿

宜

八
桺
良
太
郎

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

稲

田

　

修

伊

藤

邦

彦

阿
部
則
比
古

荒
木
田
俊
一

小
木
田
　
隆

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

議案
第 97 号 工事請負契約の締結について 9/2 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反

議案
第 98 号

仙北市地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 23 条
の規定に基づく職務権限の特例に関する条例制定について 9/25 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 反 賛 賛 反

議案
第 100 号 令和 2 年度仙北市一般会計補正予算（第７号） 9/25 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反

議案
第 106 号 令和元年度仙北市一般会計歳入歳出決算認定について 9/25 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 賛 反 賛 反 反

議案
第 111 号

令和元年度仙北市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について 9/25 認定 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反

議案
第 143 号 訴訟上の和解について 9/25 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 退 反 反 反 反 賛 反 反

議案
第 144 号 令和２年度仙北市一般会計補正予算（第９号） 9/25 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 反 反 賛 反 反

議員提出
議案第13号 仙北市議会委員会条例の一部を改正する条例制定について 9/25 原案

可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 反

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。
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令和元年度 一般会計決算額
①歳入総額 223 億 5,530 万円　　②歳出総額 218 億 6,133 万円　①−② 収支 4 億 9,397 万円

企
業
誘
致
対
策 

工
業
団
地
に
関
す
る
条

例
が
必
要
で
は
な
い
か

質
問　

令
和
元
年
度
は
誘
致
活
動
と
黒
沢
工
業

団
地
の
維
持
管
理
に
努
め
た
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
後
植
物
工
場
の
進
出
が
決
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
市
が
工
業
団
地
と
し
て
位
置
付
け
る

な
ら
ば
、
早
急
に
条
例
の
整
備
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。
企
業
支
援
に
関
し
公
平
な
制
度
を
構

築
す
る
べ
き
で
あ
る
し
、
工
業
団
地
を
活
用
し

た
場
合
の
具
体
的
な
利
点
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
を
踏
ま
え
た
条

例
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　

黒
沢
工
業
団
地
で
は
植
物
工
場
事
業
が

進
ん
で
い
る
。
支
援
と
し
て
は
企
業
立
地
促
進

条
例
に
基
づ
く
固
定
資
産
税
奨
励
金
等
の
措
置

や
、
普
通
財
産
の
無
償
貸
付
又
は
減
額
貸
付
に

関
す
る
要
綱
に
基
づ
く
用
地
貸
付
を
行
う
。
他

自
治
体
で
は
奨
励
措
置
等
を
加
味
し
た
条
例
を

整
備
し
て
い
る
例
も
多
く
、
参
考
に
し
た
上
で

検
討
す
る
。

市
税
等
の
収
納
状
況
と
滞
納
対
策

質
問　

前
年
度
と
比
較
し
税
の
徴
収
率
が
上

が
っ
て
お
り
収
納
対
策
の
成
果
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

収
入
未
済
額
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の

2
億
円
を
超
え
て
お
り
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

引
き
続
き
収
納
強
化
に
努
め
た
い
。
た
だ
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

徴
収
猶
予
許
可
額
が
本
年
8
月
末
現
在
で
７
，

３
６
８
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
収
入
未
済

額
が
増
額
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　9 月定例会では令和元年度の決算についても審査されました。各常任委員会での分科会審査を経て、予算
常任委員会と本会議において各決算が賛成多数で認定されました。

単年度収支とは…前年度の繰越金も今年度の歳入額に含まれているため、今年度の収支から前年度繰越金を差し引いた純粋な収支。
単年度収支が黒字の場合は、新たな余剰が生じたことを意味し、逆に赤字の場合は、過去の余剰を使い果たしたことを意味します。

令和元年度一般会計・特別会計決算収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区分 歳入 ① 歳出 ②
形式収支 ③
（① ー ②）

翌年度に繰り越
すべき財源 ④

実質収支 ⑤
（③ ー ④）
下段前年度

単年度収支

一般会計 22,355,301,269 21,861,331,711 493,969,558 40,255,000 575,845,872 -122,131,314778,307,657

特別会計 8,769,461,498 8,279,010,016 490,451,482 18,000 267,305,449 223,128,033276,296,911

内　

訳

集中管理 3,384,309,213 3,384,309,213 0 0 0 00

下水道事業 653,723,588 638,616,665 15,106,923 18,000 92,284 14,996,63989,881

集落排水事業 510,859,246 468,561,288 42,297,958 0 69,621 42,228,33787,155

浄化槽事業 93,236,286 83,139,252 10,097,034 0 90,576 10,006,45855,771
国民健康保険　

事業勘定 3,100,846,424 2,731,571,154 369,275,270 0 237,035,093 132,240,177230,204,371
国民健康保険
田沢診療施設 6,327,310 6,327,310 0 0 67,115 -67,11548,990
国民健康保険
神代診療施設 89,325,205 89,301,597 23,608 0 69,503 -45,895124,264

後期高齢者医療 312,011,120 310,992,157 1,018,963 0 748,408 270,555513,908

介護保険 435,807,074 435,432,094 374,980 0 147,176 227,804378,278

生保内財産区 119,792,883 87,612,762 32,180,121 0 19,052,291 13,127,83027,244,934

田沢財産区 56,486,251 38,317,124 18,169,127 0 8,258,344 9,910,78315,498,222

雲沢財産区 6,736,898 4,829,400 1,907,498 0 1,675,038 232,4602,051,137

総　計 31,124,762,767 30,140,341,727 984,421,040 40,273,000 843,151,321 100,996,719843,151,321

令
和
元
年
度

一
般
会
計
決
算 

予
算
委
員
会
の
質
疑
か
ら

本会議・予算常任委員会　令和元年度決算が審査される
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8
人
の
提
言

は
、「
市
民
の
命
を
守
る
」
を
最

優
先
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
民

と
協
働
で
、
さ
ら
に
上
質
な
も
の

に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民

と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し

て
、
市
民
も
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重

要
な
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。コ

ロ
ナ
禍
で
の
財
政
改

革
と
今
後
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
取
り
組
み
は

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
だ
け

で
は
な
く
、
仙
北
市
の
財
政
状
況

も
緊
急
事
態
に
あ
る
。
令
和
３
年

度
予
算
編
成
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
に
し
て
財
政
改
革
を
推
進
し
て

い
く
の
か
。

答
弁　

令
和
３
年
度
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
に
予
算
を
編
成
す
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
係
る
経
費

を
第
一
に
確
保
し
て
、
そ
の
上
で

財
政
改
革
を
推
進
す
る
。
持
続
可

能
な
市
政
運
営
を
行
う
た
め
に

は
、
既
存
事
業
の
廃
止
・
縮
減
、

新
た
な
視
点
で
の
事
業
の
再
構
築

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
公
共
施

設
の
集
約
化
、
売
却
、
譲
渡
や
維

持
管
理
経
費
の
削
減
に
も
取
り
組

む
。
ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
公

営
企
業
会
計
の
改
善
も
必
要
で
あ

こ
れ
ま
で
の
コ
ロ
ナ
対

応
と
今
後
の
収
束
ま
で

の
取
り
組
み
は

質
問　

市
の
基
本
構
想
や
総
合
計

画
、
地
方
創
生
の
計
画
等
が
ど
こ

ま
で
コ
ロ
ナ
克
服
に
向
け
た
社
会

経
済
活
動
の
変
化
に
対
し
て
有
効

に
機
能
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど

ん
な
リ
ス
ク
を
抱
え
た
の
か
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
計
画
は
、

医
療
体
制
の
充
実
や
社
会
保
障
制

度
の
充
実
が
主
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

レ
ベ
ル
の
感
染
症
対
策
は
不
十
分

だ
っ
た
。
市
民
の
感
染
防
止
対
策

の
た
め
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

誘
客
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
、
年
中

行
事
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
ほ

ど
の
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
。

質
問　

市
長
は
、「
小
さ
な
国
際

文
化
都
市
」
の
看
板
を
一
旦
下
ろ

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優
先
し
、

量
か
ら
質
へ
の
転
換
で
新
た
な
価

値
創
造
を
進
め
る
と
し
て
い
る

が
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
の

行
政
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、
市

民
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る

の
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
は
、
観
光
客
増

や
農
業
出
荷
額
増
な
ど
、
量
の
増

加
を
目
指
し
て
き
た
が
、
今
後
の

コ
ロ
ナ
対
策
、
経
済
対
策
、
人
口

減
少
時
代
に
対
応
す
る
た
め
に

に
な
っ
た
。
仙
北
市
も
行
政
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
抜
本
的
な
改
革
に
よ
り
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
利
便
性
の
向
上

が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
、
高
齢
者

が
多
い
本
市
は
、
ア
ナ
ロ
グ
的
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
か
ら
は
、
仙
北
市
に
住
ん
で

い
る
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
る
多

様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

る
。
歳
入
で
は
、
市
税
の
減
少
対

策
、
国
・
県
補
助
金
等
の
特
定
財

源
の
有
効
活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金
の
増
収
対
策
や
新
た
な
財

源
の
確
保
に
取
り
組
む
。

質
問　

国
は
、
今
後
一
年
間
を
行

政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
加
速
す
る
集

中
改
革
期
間
と
し
て
新
た
な
財
源

を
投
資
す
る
方
針
で
あ
る
。
仙
北

市
も
様
々
な
場
面
で
デ
ジ
タ
ル
化

が
一
段
と
進
む
こ
と
に
な
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
な
ど

の
課
題
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。
市
長
の
所
感
を
伺
う
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
日
本

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
が
明
ら
か

市長 「市民の命を守る」ことを最優先に
市民と協働で持続可能な街をつくる

蒼生会 門 脇 晃 幸 議員

コロナ禍による行政の変化と
市民への影響は？

■加速される行政のデジタル化
　（コンビニでの住民票等の発券機）
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
財
政

基
盤
は
保
た
れ
る
の
か

質
問　

市
の
財
政
調
整
基
金

は
令
和
元
年
度
末
で
12
億
６
，

５
０
０
万
円
、
現
状
は
９
億
３
，

０
０
０
万
円
弱
と
認
識
し
て
い

る
。
既
に
、
市
独
自
の
支
援
策
、

子
育
て
世
帯
応
援
事
業
費
な
ど
に

財
政
調
整
基
金
８
，
４
６
０
万
円

の
繰
り
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
。
自

主
財
源
が
不
足
し
、
今
後
の
事
業

展
開
に
影
響
が
及
ぶ
の
で
は
な
い

か
。

答
弁　

庁
舎
整
備
事
業
や
各
地

区
の
圃
場
整
備
事
業
、
道
路
整

備
、
改
修
、
改
良
等
で
の
コ
ロ
ナ

に
よ
る
遅
延
は
な
い
。
深
刻
な
の

は
イ
ベ
ン
ト
関
係
で
あ
る
。
中

止
と
な
っ
た
こ
と
で
、
開
催
費

や
実
行
委
員
会
の
補
助
金
な
ど

は
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
内

３
，
６
０
０
万
円
程
度
を
コ
ロ
ナ

対
策
に
振
り
向
け
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
で
予
算
規
模
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
国
か

ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
、

一
次
で
１
億
６
，
１
１
４
万
１
，

０
０
０
円
、
二
次
で
は
５
億
３
，

６
０
７
万
６
，
０
０
０
円
、
合

計
で
６
億
９
，
７
２
１
万
７
，

０
０
０
円
で
あ
る
。
経
済
対
策
の

一
環
で
市
の
観
光
施
設
等
で
観
覧

料
の
減
免
も
行
っ
て
い
る
が
、
歳

答
弁　

ナ
ラ
枯
れ
が
多
く
な
っ

た
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。
全
て

の
健
全
木
に
対
す
る
予
防
策
や
、

全
被
害
木
へ
の
対
応
は
数
量
的

に
厳
し
く
、
ま
た
、
市
の
事
業
と

し
て
も
困
難
で
あ
る
た
め
、
国
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
樹
幹

注
入
や
伐
倒
燻
蒸
を
状
況
に
応

じ
て
実
施
し
た
い
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

て
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
事
業
者

自
身
の
感
染
リ
ス
ク
に
対
す
る
不

安
を
和
ら
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

ナ
ラ
枯
れ
対
策
を
急
げ

質
問　

仙
北
市
で
は
、
平
成
28
年

度
に
初
め
て
ナ
ラ
枯
れ
の
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。そ
の
後
、年
々

被
害
面
積
が
拡
大
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
状
況
は
把
握
し
て
い
る
の

か
。
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

入
減
に
つ
い
て
も
臨
時
交
付
金

対
象
と
し
て
い
る
。
今
後
も
支

援
策
を
実
施
す
る
中
で
、
臨
時

交
付
金
の
交
付
限
度
額
を
超
え

た
場
合
は
、
市
の
財
源
で
対
応

す
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

に
伴
う
精
神
的
負
担
を

和
ら
げ
る
対
策
は

質
問　

感
染
防
止
対
策
に
従
事

し
て
い
る
方
々
の
不
安
等
に
ど

う
対
処
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

角
館
総
合
病
院
は
、
感
染

症
対
策
の
協
力
医
療
機
関
で
あ

り
、
看
護
師
を
含
む
職
員
に
対

す
る
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

伊
藤
院
長
を
本
部
長
と
す
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
」
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る
な
ど
、
万
全
を
期
し
て

い
る
。
正
し
い
情
報
発
信
と
理

解
が
職
員
の
不
安
解
消
に
大
き

く
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

内
事
業
者
の
事
業
継
続
を
支
援

す
る
こ
と
で
雇
用
確
保
に
努
め

新
し
い
支
援
の
在
り
方
等
も
鋭

意
検
討
、
実
行
し
て
い
き
た
い
。

　

観
光
産
業
に
お
け
る
感
染
リ

ス
ク
に
対
す
る
不
安
の
払
拭
は
、

徹
底
し
た
感
防
止
対
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

と
考
え
て
い
る
。
事
業
者
向
け

の
研
修
を
業
界
団
体
と
連
携
し

蒼生会 真 崎 寿 浩 議員

市長 国県の補助事業を活用し
樹幹注入や伐倒燻蒸を実施する

最近目立つナラ枯れ対策は

■ナラ枯れが目立つ山肌　対策を急げ
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市長 事業部門集約によるサービス向上と
観光・文化・スポーツ部門の一元化による相乗効果だ

市民クラブ 荒木田 俊一 議員

組
織
再
編
を
問
う

質
問　

新
角
館
庁
舎
の
完
成
に
伴

い
「
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
」
を

創
設
す
る
と
し
て
い
る
が
狙
い
は

何
か
。
文
化
財
保
護
や
ス
ポ
ー
ツ

分
野
を
教
育
委
員
会
か
ら
分
割
し

た
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
を
ど
う
捉
え
る
の
か
。
ま
た
、

教
育
委
員
会
と
の
連
携
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

伺
う
。

答
弁　

各
部
局
間
の
横
の
連
携
が

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
左
右
す
る

た
め
、
事
業
部
門
を
角
館
庁
舎
に

集
約
さ
せ
る
こ
と
で
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
的
向
上
を
目
指
し
た
い
と

い
う
思
い
で
組
織
再
編
に
至
っ

た
。
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
は
、

今
ま
で
教
育
委
員
会
が
担
当
し
て

い
た
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
を
市
長
部

局
に
一
元
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

で
大
き
な
改
革
に
な
る
が
、
総
合

的
な
情
報
発
信
が
で
き
る
可
能
性

の
高
い
組
織
立
て
だ
と
思
っ
て
い

る
。
ま
た
、
歴
史
、
文
化
の
継
承

や
、維
持
、活
用
、潜
在
的
な
様
々

な
財
産
の
磨
き
上
げ
、見
え
る
化
、

経
済
性
の
高
い
新
イ
ベ
ン
ト
の
加

速
、「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
へ

の
対
応
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。
デ

メ
リ
ッ
ト
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き

よ
う
な
こ
と
は
な
い
が
、
将
来
の

だ
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て

市
が
何
も
で
き
な
い
と
い
う
訳

に
は
い
か
な
い
。
緊
急
を
要
す
る

場
合
や
、
重
要
性
が
高
い
と
判
断

し
た
場
合
は
、
こ
の
財
政
規
律
を

超
え
て
市
で
施
工
し
た
場
面
も

何
回
か
あ
る
。
県
に
依
頼
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
市
も
能
動
的
に
対

策
に
あ
た
り
た
い
。（

高
橋 

豪 

記
）

し
い
。
現
在
水
道
事
業
基
本
計
画

の
策
定
中
だ
が
、
そ
の
中
で
改
善

策
に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

河
川
管
理
の
在
り
方
を

見
直
せ

質
問　

市
内
で
は
県
が
管
轄
し
て

い
る
河
川
も
多
い
が
、
水
害
の
原

因
と
な
る
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂

や
水
の
流
れ
を
遮
る
樹
木
な
ど
の

撤
去
に
つ
い
て
、
県
に
対
し
何
度

話
し
て
も
対
応
し
て
頂
け
な
い
。

市
と
し
て
も
県
に
対
し
要
望
は
し

て
も
、
結
局
県
次
第
と
な
っ
て
い

る
状
況
で
進
展

が
な
い
。
こ
れ

を
ど
う
に
か
変

え
る
必
要
が
あ

る
。
災
害
時
も

含
め
国
直
轄
事

業
は
非
常
に
動

き
が
速
い
が
、

県
管
理
の
動
き

は
鈍
い
。
こ
う

し
た
問
題
に
対

し
今
後
市
で
は

ど
う
対
応
し
て

い
く
の
か
。

答
弁　

基
本
的

に
は
、
河
川
管

理
者
が
適
切
に

維
持
管
理
す
る

と
い
う
の
が
河

川
法
の
考
え
方

ま
ち
づ
く
り
の
背
骨
と
な
る
、
ふ

る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て

の
学
び
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
郷

土
愛
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
教

育
の
流
れ
を
分
断
す
る
可
能
性
は

な
い
か
、
と
い
う
不
安
要
素
は
あ

る
。
絶
え
ず
意
識
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
る
。

今
後
も
安
定
し
て
水
道

事
業
を
続
け
ら
れ
る
の

か質
問　

水
道
事
業
は
全
国
的
に
非

常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る

が
、
安
定
し
て
継
続
す
る
た
め
に

は
、
技
術
者
の
育
成
と
安
定
し
た

財
政
基
盤
が
必
要
で
あ
る
。
対
策

を
問
う
。

答
弁　

技
術
継
承
に
は
少
な
く
と

も
３
年
以
上
必
要
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
も
少
な

く
、
職
員
数
は
５
年
前
に
比
べ
て

半
減
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度
か

ら
設
置
し
た
「
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
」、
ま
た
、
平
成
30
年
度
か

ら
の
施
設
維
持
管
理
業
務
委
託

等
、
民
間
企
業
の
協
力
で
な
ん
と

か
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
就
職
氷
河
期
世
代
の
職
員
採

用
試
験
で
専
門
職
員
を
採
用
し
た

い
。
財
政
的
に
も
、
水
道
施
設
の

老
朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増

大
や
、
人
口
減
に
よ
る
料
金
収
入

の
減
な
ど
で
経
営
状
況
は
大
変
厳

「観光文化スポーツ部」新設の狙いは

■草木が生い茂り氾濫の危険がある河川
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教育長 地域文化財の総合的な保存・活用を進めていける

日本共産党  平 岡 裕 子 議員

組織再編 文化財が保護され守られるか

た
。
施
設
を
拡
充
し
な
い
ま
ま
需

要
が
増
え
、
窮
屈
な
保
育
が
行
わ

れ
て
い
る
。実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

角
館
西
、
中
川
、
白
岩
小

百
合
保
育
園
共
に
、
築
40
年
近
く

経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

令
和
元
年
度
の
出
生
数
は
75
人

で
、
今
後
の
出
生
数
の
増
加
は
見

込
め
な
い
。
令
和
２
年
度
の
０
歳

児
の
入
所
児
童
数
は
９
月
１
日
現

在
36
人
で
あ
る
。
10
月
以
降
待
機

児
童
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
と

予
測
し
て
い
る
。

質
問　

家
庭
的
保
育
事
業
「
ね
む

ね
む
の
き
」
で
は
、
多
く
の
仕
事

を
１
人
で
抱
え
、
研
修
等
に
も
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。
何
か
支
援
策
は
な
い
か
。

答
弁　

県
内
で
同
事
業
の
実
施

は
、仙
北
市
１
ヶ
所
の
み
で
あ
る
。

家
庭
的
保
育
事
業
が
拡
大
す
る
よ

う
可
能
な
限
り
支
援
す
る
。

質
問　
「
角
館
地
区
保
育
園
の
在

り
方
検
討
委
員
会
」
の
委
員
任
期

は
来
年
６
月
ま
で
な
の
に
、
色
々

な
意
見
を
年
内
に
ま
と
め
る
の
は

性
急
す
ぎ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

委
員
は
各
園
の
園
長
、
保

護
者
会
、
学
識
経
験
者
等
の
12
名

で
あ
る
。
近
年
の
出
生
数
減
少
、

保
育
者
不
足
、
施
設
老
朽
化
等
の

問
題
を
考
慮
し
、
出
来
る
だ
け
早

い
時
期
に
方
針
を
示
し
、
説
明
す

る
機
会
を
設
け
た
い
思
い
だ
。

新
角
館
庁
舎
開
庁
後
の

再
編
案
に
つ
い
て

質
問　

組
織
再
編
に
よ
り
文
化
財

課
を
市
長
部
局
に
移
す
と
し
て
い

る
が
、
果
た
し
て
文
化
財
を
保
護

し
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
文
化
財
課
は
今

後
、「
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
」

の
所
管
と
な
り
、
文
化
創
造
課
と

文
化
財
保
護
室
に
再
編
さ
れ
る
。

市
全
体
で
地
域
文
化
財
の
総
合
的

な
保
存
、
活
用
を
進
め
て
い
け
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

調
理
室
の
老
朽
化
実
態
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
要
望
し
て
い
た

西
木
中
央
公
民
館
へ
の
調
理
実
習

室
の
設
置
は
困
難
と
の
結
論
で
あ

る
。
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
調

理
実
習
室
は
、
料
理
教
室
等
様
々

な
用
途
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
設
備
等
の
老
朽
化
に
よ
り

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な

い
。
関
係
機
関
と
協
議
し
、
利
便

性
向
上
に
努
め
た
い
。

市
立
保
育
園
０
～
２
歳

児
の
保
育
環
境
整
備
に

つ
い
て

質
問　

角
館
西
、
中
川
、
白
岩
小

百
合
は
開
園
当
初
０
歳
児
保
育
の

た
め
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
か
っ

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
事
業

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て質
問　

個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
の
危
険
性
が
あ
る

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
市
が

応
募
す
る
の
は
早
す
ぎ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
弁　

将
来
的
に
想
定
さ
れ
る

地
域
課
題
の
解
決
が
、
ス
ー
パ
ー

シ
テ
ィ
エ
リ
ア
指
定
で
か
な
う

の
で
あ
れ
ば
手
を
挙
げ
た
い
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
と
国
保
税
負

担
軽
減
を

質
問　

全
市
民
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
補
助
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
基
金
積
立
金

３
億
６
，
０
０
０
万
円
余
り
の
財

源
で
国
保
税
の
負
担
を
軽
減
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

予
防
接
種
は
全
市
民
を
対

象
に
一
律
２
，
０
０
０
円
の
補
助

を
実
施
し
た
い
。
ま
た
、
国
保
に

関
し
て
は
、
今
後
黒
字
決
算
が
続

く
見
込
み
で
あ
れ
ば
、
被
保
険
者

に
還
元
し
た
い
。

■0歳児と1歳児が一緒の保育室（角館西保育園）
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碇
沢
川
の
改
修
に
つ
い
て

質
問　

碇
沢
川
は
、
豪
雨
の
た
び

に
氾
濫
を
繰
返
し
、
地
域
要
望
に

よ
り
当
局
も
改
修
を
計
画
し
て
い

た
。
し
か
し
そ
の
後
、
下
流
の
管

理
団
体
の
苦
情
に
よ
り
工
事
が
中

止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
管
理
団

体
と
の
協
議
を
進
め
一
日
も
早
い

改
修
を
望
む
。

答
弁　

同
河
川
へ
の
対
策
は
、
公

共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事
や
、

村
・
市
単
独
工
事
等
に
よ
り
平
成

28
年
度
ま
で
20
数
年
以
上
に
わ
た

り
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
浸
水

被
害
の
要
因
で
あ
る
上

流
側
の
樹
木
の
除
去
・

枝
払
い
等
を
平
成
28
年

度
に
実
施
し
た
が
、
宮

田
堰
の
管
理
団
体
の
理

解
を
得
ら
れ
ず
、
こ
の

３
年
間
は
実
施
で
き
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

平
成
29
年
１
月
に
は
、

碇
沢
川
排
水
対
策
合
同

会
議
を
立
ち
上
げ
、
宮

田
堰
合
流
付
近
か
ら
の

放
流
路
４
案
と
、
碇
沢

川
か
ら
直
接
桧
木
内
川

に
排
水
す
る
放
流
路
案

を
提
示
し
て
い
る
。
被

災
者
側
は
桧
木
内
川
へ

の
直
接
放
流
を
強
く
主

張
し
て
お
り
大
事
業
と

ク
ス
ク
リ
ー
ン
計
画
は
立
ち
消

え
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

再
三
に
わ
た

り
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
各
学
校
の

要
望
・
緊
急
性
・
優
先
順
位
等
か

ら
未
だ
着
手
さ
れ
て
い
な
い
。
今

後
、
多
方
面
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
財
政
的
課
題
を
克
服
し
て
よ

り
良
い
環
境
整
備
に
向
け
て
尽

力
す
る
。

（
武
藤 

義
彦 

記
）

が
か
か
っ
て
も
、
桧
木
内
川
へ
の

排
水
が
最
大
の
解
決
策
だ
と
い
う

主
張
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

管
理
団
体
の
組
織
構
成
も
変
わ

り
、
現
実
的
な
対
応
を
進
め
る
た

め
に
も
新
た
な
協
議
を
始
め
る
タ

イ
ミ
ン
グ
が
来
た
の
か
と
思
う
。

市
立
体
育
館
建
設
は

可
能
か

質
問　

市
の
財
源
が
非
常
に
厳
し

い
中
、
市
民
の
長
年
の
夢
で
あ
る

市
立
体
育
館
建
設
は
可
能
な
の

か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

平
成
30
年
度

に
総
合
体
育
館
（
仮
称
）
建
設
検

討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
基
本

計
画
建
設
費
が
40
億
円
超
で
あ

り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
年
間

３
千
５
百
万
円
程
と
試
算
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
仙
北
市
の
実
情

を
踏
ま
え
、
こ
の
ま
ま
計
画
を
進

め
る
こ
と
は
厳
し
い
と
の
認
識
を

共
有
し
て
い
る
。
当
面
、
老
朽
化

の
進
む
生
保
内
体
育
館
の
改
修
等

も
視
野
に
入
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
図
り
た
い
。

西
明
寺
中
学
校
野
球
場 

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
設

置
の
要
望
は
ど
う
な
っ

た
か

質
問　

か
ね
て
か
ら
要
望
し
て
い

る
西
明
寺
中
学
校
野
球
場
の
バ
ッ

な
る
。
そ
の
た
め
、
国
・
県
事
業

の
導
入
を
協
議
し
て
い
た
が
、
適

切
な
事
業
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
現
状
に
甘
ん

じ
て
い
る
こ
と
は
不
本
意
で
あ

り
、
こ
の
状
況
を
打
開
し
た
い
気

持
ち
は
議
員
と
同
じ
で
あ
る
。　

　
　
　

質
問　

宮
田
堰
合
流
付
近
か
ら
の

放
流
路
に
合
意
で
き
な
か
っ
た
理

由
は
。

答
弁　

管
理
団
体
は
、
合
流
付
近

か
ら
の
放
流
路
で
も
排
水
が
可
能

だ
と
は
思
っ
て
い
る
が
、
原
因
を

し
っ
か
り
と
断
つ
た
め
に
は
経
費

市長 現実的な対応を進めるため新たに協議を始めたい

市民クラブ 伊 藤 邦 彦 議員

碇沢川の早期改修を求める

■碇沢川と宮田堰合流付近

■西明寺中学校野球場にバックスクリーンの設置を
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市長 短期的経済対策を実施しつつも、
ポストコロナ時代の新たな観光戦略を検討する

業
継
続
の
た
め
の
経
済
的
支
援
策

を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
。

　

財
源
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
地
方
創
生
特
別
臨
時
交

付
金
や
市
単
独
の
財
源
を
充
当
し

て
い
る
。
中
長
期
的
に
は
こ
れ
ま

で
の
前
提
が
覆
っ
た
こ
と
を
認
識

し
、
関
係
団
体
と
共
に
早
急
に
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時

代
の
観
光
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と

が
必
要
だ
。

質
問　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
市
民

の
命
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と

今
後
を
問
う

質
問　

コ
ロ
ナ
の
終
息
に
は
５
年

か
ら
10
年
要
す
る
と
い
う
見
方
が

あ
る
中
で
、
大
き
く
影
響
を
受
け

て
い
る
観
光
関
連
産
業
に
実
効
あ

る
施
策
を
早
急
に
提
示
し
、
導
く

責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

仙
北
市
の
観
光
業
は
イ

コ
ー
ル
秋
田
県
の
観
光
と
言
っ
て

よ
い
質
と
量
を
誇
っ
て
い
る
。
短

期
的
に
は
地
元
業
者
が
望
む
コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
、
雇
用
維
持
と
事

の
地
域
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
リ
ス
ク
が
高

い
。
市
の
医
療
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

角
館
総
合
病
院
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
受
け
入
れ
協
力
医
療
機
関
と

し
て
届
け
を
し
て
い
る
。
国
難
の

中
で
受
け
入
れ
を
担
う
こ
と
は
、

自
治
体
病
院
と
し
て
の
責
務
、
使

命
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
新

規
感
染
者
が
週
25
人
以
上
と
な

り
市
中
感
染
事
例
が
拡
大
し
て

い
る
状
況
で
は
９
床
、
週
に
50
人

以
上
で
感
染
が
拡
大
し
感
染
経

路
不
明
者
も
多
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
状
況
で
は

最
大
11
床
ま
で
受
入
れ
可
能
と

県
へ
報
告
し
て
い
る
。
人
工
呼
吸

器
は
３
台
配
備
し
て
い
る
が
、
呼

吸
器
内
科
の
常
勤
医
が
在
籍
し

て
い
な
い
た
め
、
人
工
呼
吸
器
の

装
着
や
酸
素
投
与
を
必
要
と
し

な
い
軽
症
、
中
等
症
の
患
者
を
対

象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
動

線
に
つ
い
て
は
、
他
の
一
般
患
者

と
交
わ
ら
な
い
よ
う
完
全
に
分

離
し
た
専
門
病
棟
と
し
て
い
る
。

田
沢
湖
病
院
は
障
害
者
施
設
病

棟
で
運
営
し
て
い
る
た
め
、
感
染

し
や
す
く
、
重
症
化
し
や
す
い
患

者
が
多
い
た
め
受
け
入
れ
を
行

う
予
定
は
な
い
。

（
荒
木
田 

俊
一 

記
）

一
定
の
規
範
を
提
示
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

現
状
は
県
か
ら
市
へ
の
情

報
提
供
が
な
い
。
情
報
が
あ
れ
ば

周
辺
の
方
々
も
含
め
守
る
と
い
う

具
体
策
の
レ
ベ
ル
を
高
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
緊
急
広
報
を
６
回
発
行

し
、
身
近
で
感
染
者
が
出
て
も
誹

謗
中
傷
を
厳
に
慎
む
よ
う
に
何
度

も
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
も
さ

ら
に
強
く
言
う
し
か
な
い
。

質
問　

仙
北
市
は
高
齢
化
率
が
高

く
、
交
流
人
口
も
多
い
た
め
、
他

市民クラブ 阿 部 則比古 議員

新型コロナ長期化による観光産業への
施策を問う

■いまだ平日は閑散としている桜並木駐車場

■コロナ感染者の受入体制が整っている角館総合病院
　（最大 11 床：精神科病棟）
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は
依
然
と
し
て
厳
し
い
が
、
新
た

な
経
済
・
雇
用
支
援
策
へ
の
取
り

組
み
は
。

答
弁　

国
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
県
の
プ
レ
ミ

ア
ム
飲
食
・
宿
泊
券
事
業
、
市
の

商
品
券
事
業
等
の
展
開
も
あ
り
、

一
部
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ

る
も
の
の
依
然
と
し
て
経
済
は
落

ち
込
ん
で
い
る
。
市
内
事
業
者
に

対
す
る
家
賃
助
成
制
度
を
新
た
に

設
け
る
他
、
農
業
者
等
へ
の
支
援

策
、
お
土
産
券
の
第
２
弾
な
ど
も

前
向
き
に
検
討
し
、
経
済
回
復
と

雇
用
維
持
に
努
め
た
い
。

経
済
発
展
と
雇
用
確

保
、
若
手
の
定
着
育
成

と
生
活
安
定
に
向
け
公

契
約
条
例
制
定
を

質
問　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
市
内
経
済

は
低
迷
し
、
企
業
経
営
を
始
め
、

労
働
者
の
賃
金
や
雇
用
に
も
大
き

な
影
響
が
及
ん
で
い
る
。
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
市
が
発

注
す
る
仕
事
に
従
事
す
る
企
業
や

労
働
者
を
守
り
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

公
契
約
条
例
を
制
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
弁　

公
契
約
条
例
を
整
備
す
る

た
め
に
は
、憲
法
や
地
方
自
治
法
、

労
働
関
連
法
と
の
関
係
な
ど
法
的

課
題
の
整
理
と
、
元
請
け
と
な
る

新
型
コ
ロ
ナ

今
後
の
対
策
を
問
う

質
問　

８
月
に
大
仙
保
健
所
管
内

に
お
い
て
感
染
者
が
発
生
し
て
い

る
が
、
県
と
の
情
報
共
有
と
危
機

管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。　

答
弁　

８
月
に
大
仙
保
健
所
管
内

で
感
染
者
の
確
認
が
あ
っ
た
際
に

は
、
県
か
ら
の
情
報
提
供
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
そ
の
後

県
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
情
報
の

提
供
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
し
か
し
、
市
で
は
、
次
の
感

染
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
適
切
な

情
報
の
開
示
は
必
要
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
要
望
を
繰
り
返
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

市
立
病
院
で
の
受
け
入
れ

態
勢
の
現
状
や
、
独
自
の
検
査
体

制
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

以
前
か
ら
検
査
を
必
要
と

す
る
市
民
に
は
検
査
環
境
を
提
供

す
る
こ
と
が
行
政
の
責
務
と
の
考

え
方
を
持
っ
て
い
た
。
病
院
側
に

検
討
し
て
頂
き
、
希
望
す
る
市
民

に
対
し
、
ラ
ン
プ
法
や
抗
原
検
査

な
ど
対
応
可
能
な
検
査
を
行
う
こ

と
と
し
た
。
現
状
で
は
保
険
適
用

外
だ
が
体
制
が
間
も
な
く
整
う
こ

と
に
な
る
。

質
問 

コ
ロ
ナ
に
よ
り
市
内
経
済

る
こ
と
と
す
る
。

質
問 

平
成
29
年
６
月
に
も
他
議

員
の
一
般
質
問
に
対
し
て
、
市
長

は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立

ち
上
げ
調
査
検
討
す
る
と
答
え

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
何
を
や
っ
て

い
た
の
か
。

答
弁　

以
前
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
は
ス
タ
ー
ト
し
た
が
継

続
し
て
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
。
今
回
、
早
期
に
検
討
委
員
会

を
設
立
し
事
業
計
画
を
作
成
し

た
い
。

（
門
脇 

晃
幸
記
）

企
業
等
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で

あ
る
。
働
き
方
改
革
関
連
法
の
成

立
を
背
景
に
、
公
共
工
事
の
品
質

確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
品

確
法
）
が
改
正
さ
れ
、
昨
年
度
交

付
施
行
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
発
注
者
は
、
下
請
け
業
者

へ
の
労
働
条
件
等
の
実
態
を
把
握

す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
環

境
の
変
化
を
機
に
、
市
で
も
入
札

契
約
制
度
の
適
正
化
に
関
す
る
検

討
委
員
会
（
仮
称
）
を
設
置
し
、

具
体
的
な
検
討
を
本
格
的
に
始
め

市長 希望する市民に対し検査環境を提供する

蒼生会 高 橋 　 豪 議員

新型コロナ
市立病院における独自検査の考えは

の
地
域
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
リ
ス
ク
が
高

い
。
市
の
医
療
体
制
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

角
館
総
合
病
院
で
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
受
け
入
れ
協
力
医
療
機
関
と

し
て
届
け
を
し
て
い
る
。
国
難
の

中
で
受
け
入
れ
を
担
う
こ
と
は
、

自
治
体
病
院
と
し
て
の
責
務
、
使

命
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
新

規
感
染
者
が
週
25
人
以
上
と
な

り
市
中
感
染
事
例
が
拡
大
し
て

い
る
状
況
で
は
９
床
、
週
に
50
人

以
上
で
感
染
が
拡
大
し
感
染
経

路
不
明
者
も
多
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
状
況
で
は

最
大
11
床
ま
で
受
入
れ
可
能
と

県
へ
報
告
し
て
い
る
。
人
工
呼
吸

器
は
３
台
配
備
し
て
い
る
が
、
呼

吸
器
内
科
の
常
勤
医
が
在
籍
し

て
い
な
い
た
め
、
人
工
呼
吸
器
の

装
着
や
酸
素
投
与
を
必
要
と
し

な
い
軽
症
、
中
等
症
の
患
者
を
対

象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
動

線
に
つ
い
て
は
、
他
の
一
般
患
者

と
交
わ
ら
な
い
よ
う
完
全
に
分

離
し
た
専
門
病
棟
と
し
て
い
る
。

田
沢
湖
病
院
は
障
害
者
施
設
病

棟
で
運
営
し
て
い
る
た
め
、
感
染

し
や
す
く
、
重
症
化
し
や
す
い
患

者
が
多
い
た
め
受
け
入
れ
を
行

う
予
定
は
な
い
。

（
荒
木
田 

俊
一 

記
）

■市立角館総合病院での新型コロナ独自検査のイメージ
　（ドライブスルー方式で実施される）
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8
人
の
提
言

「
田
沢
湖
・
角
館
ま
る

ご
と
お
土
産
券
」
に
つ

い
て

質
問　

７
月
23
日
か
ら
販
売
し
た

「
田
沢
湖
・
角
館
ま
る
ご
と
お
土

産
券
」（
３
，
０
０
０
万
円
相
当
）

は
い
つ
完
売
し
た
の
か
。
ま
た
、

購
入
さ
れ
た
県
外
客
、
県
内
客
の

比
率
を
問
う
。

答
弁　

こ
れ
は
観
光
協
会
が
県
の

観
光
エ
リ
ア
創
生
支
援
事
業
の
補

助
を
受
け
実
施
し
た
事
業
で
、
７

月
27
日
の
午
前
中
に
完
売
と
な
っ

た
。
比
率
に
つ
い
て
は
、
販
売
時

に
確
認
を
し
て
い
な
い
為
、
不
明

と
伺
っ
て
い
る
。

質
問　

角
館
・
西
木
・
田
沢
湖
、

各
地
区
の
参
加
対
象
事
業
者
と
実

際
の
参
加
事
業
者
は
。

答
弁　

対
象
事
業
者
は
、
観
光
協

会
加
盟
店
舗
で
、
角
館
87
社
、
西

木
３
社
、
田
沢
湖
40
社
で
あ
る
。

実
際
に
参
画
い
た
だ
い
た
の
は
、

角
館
64
社
、
西
木
１
社
、
田
沢
湖

15
社
で
、
参
加
率
は
62
％
と
伺
っ

て
い
る
。

質
問　

３
地
区
ご
と
の
お
土
産
券

の
売
上
金
額
と
単
独
土
産
店
の
売

上
金
額
は
い
く
ら
か
。

答
弁　

販
売
実
績
は
角
館
地
区
約

２
万
３
，
５
０
０
枚
、
西
木
地
区

約
１
，
０
０
０
枚
、
田
沢
湖
地
区

約
５
，５
０
０
枚
と
伺
っ
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
・
飲

食
券
と
仙
北
市
の
活
性

化
に
つ
い
て

質
問　

仙
北
市
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊

支
援
事
業
の
現
在
ま
で
の
実
績
を

問
う
。
ま
た
、
宿
泊
が
好
調
と
の

事
だ
が
、
県
内
客
の
比
率
は
ど
れ

ほ
ど
か
。

答
弁　

県
の
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
券

に
上
乗
せ
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
制
度

で
、
９
月
10
日
ま
で
の
宿
泊
施
設

に
よ
る
請
求
で
は
、
県
宿
泊
券

２
万
９
，
３
１
４
枚
分
相
当
で
あ

る
。
内
、
県
の
宿
泊
券
に
応
募
し

た
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
市
民
向
け

の
割
引
利
用
は
24
枚
相
当
で
あ

る
。
比
率
に
つ
い
て
は
暫
定
値
に

な
る
が
、県
内
客
は
25
．
６
％
で
、

昨
年
同
期
の
13
．
２
％
と
比
較
す

る
と
県
内
比
率
が
10
％
以
上
増
え

て
い
る
。

質
問　

県
の
プ
レ
ミ
ア
ム
飲
食
券

に
つ
い
て
、
直
近
の
仙
北
市
で
の

消
費
額
を
伺
う
。

答
弁　

８
月
20
日
集
計
の
も

の
で
、
県
全
体
の
利
用
額
は

６
億
８
，
７
９
７
万
８
，
０
０
０

円
で
、
内
、
仙
北
市
内
の
利
用
額

は
１
，
７
５
７
万
３
，
０
０
０
円
、

利
用
率
は
２
．
６
％
と
な
っ
て
い

る
。

る
事
が
、
未
来
に
希
望
を
つ
な
ぐ

事
に
な
る
。
経
済
活
性
化
策
と
し

て
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
の
状
況
、
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
地
域
共
通
ク
ー

ポ
ン
券
の
今
後
の
状
況
に
応
じ

て
、「
田
沢
湖
・
角
館
ま
る
ご
と

お
土
産
券
」
の
第
２
弾
や
、
そ
れ

に
類
す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
は
、
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け

た
一
つ
の
手
法
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
観
光
協
会
と
も
調

整
を
図
り
な
が
ら
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

（
田

口 

寿宜 記
）

使
用
実
績
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
使

用
期
間
中
の
為
、
最
終
集
計
は
出

て
い
な
い
が
、
現
在
ま
で
に
発
行

枚
数
の
２
／
３
程
度
、
約
２
万
枚

が
使
用
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

質
問　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
の
反

省
と
課
題
は
。

答
弁　

観
光
協
会
か
ら
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
県
や
市
で
宿
泊
・
飲
食
の

支
援
は
行
っ
て
い
る
が
、
お
土
産

や
小
売
店
に
対
す
る
手
当
が
弱

か
っ
た
た
め
、
本
当
に
助
か
っ
た

と
い
う
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
一
方
で
、
集
計
方

法
に
つ
い
て
、

様
々
な
手
法
が

考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と

の
課
題
も
伺
っ

て
い
る
。

質
問　

市
の
経

済
が
停
滞
す
る

中
、
第
２
弾
の

「
田
沢
湖
・
角

館
ま
る
ご
と
お

土
産
券
」
事
業

を
倍
以
上
に
膨

ら
ま
せ
実
施
す

市長 地域経済活性化に向けた一つの手法と考える

蒼生会 八 柳 良太郎 議員

「田沢湖・角館まるごとお土産券」
第２弾の実施を

■第 2 弾実施への期待が大きい
　「田沢湖・角館まるごとお土産」事業
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■一般会計補正予算　主な内容
クニマス未来館管理運営費 135万円 コロナ感染症対策（検温器等）の備品購入費

GIGA ｽｸｰﾙ構想推進事業費 1億4,130万円 文科省の補助事業による小・中学生 1人１台のタブレット端末購入

小学校保健特別対策事業費 650万円 小学校でのコロナ感染防止対策費（各小学校の判断で活用）

中学校保健特別対策事業費 500万円 中学校でのコロナ感染防止対策費（各小学校の判断で活用）

給食センター管理運営費 100万円 ガス料金の増額補正（当初の見込みより増加しているため）

◆
小
・
中
学
校
の
保
健
特
別
対

策
事
業
と
は

質
問　

事
業
の
具
体
的
な
内
容
と
、

学
校
現
場
の
役
割
は
。

答
弁　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
感
染
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め
の

文
部
科
学
省
に
よ
る
補
助
事
業
で
あ

る
。
各
学
校
の
判
断
に
よ
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
予
防
に
必
要
な
も
の
が
購

入
で
き
る
。
児
童
生
徒
数
が
３
０
０

人
以
下
は
１
０
０
万
円
、
３
０
１
人

以
上
（
角
館
小
・
角
館
中
）
で
は
１

５
０
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。
各
教
室

に
非
接
触
型
の
体
温
計
を
常
備
し
た

い
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。

ク
ニ
マ
ス
未
来
館

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

質
問　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
入
館
者
が
減

少
し
て
い
る
。
運
営
に
つ
い
て
指
定

管
理
や
三
セ
ク
方
式
は
検
討
し
て
い

な
い
の
か
。

答
弁　

運
営
方
式
変
更
の
考
え
は
な

い
。
ク
ニ
マ
ス
は
お
借
り
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
飼
育
は
市
で
行
い
た

い
。

給
食
セ
ン
タ
ー

ガ
ス
料
金
の
増
額
補
正
に
つ
い
て

質
問　

ガ
ス
料
金
が
当
初
の
見
込
み

よ
り
増
加
し
て
い
る
原
因
は
何
か
。

答
弁　

ボ
イ
ラ
ー
の
温
度
設
定
を
42

度
と
し
て
い
た
が
、
食
器
等
の
油
汚

れ
が
落
ち
な
い
た
め
、
63
～
65
度
に

変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
ガ
ス
使
用
量

の
増
加
が
原
因
で
あ
る
。

質
問　

最
新
設
備
を
導
入
し
経
費
削

減
と
効
率
化
を
目
指
し
、
安
全
・
安

心
な
給
食
を
提
供
す
る
と
し
て
い
た

が
、
今
後
も
マ
イ
ナ
ス
要
素
は
な
い

の
か
心
配
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
運

営
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁　

今
回
の
ガ
ス
使
用
量
や
エ
ア

コ
ン
が
作
動
し
な
く
な
る
な
ど
、
設

備
面
で
の
不
具
合
は
多
少
発
生
し
て

い
る
が
、
給
食
の
提
供
に
つ
い
て
は

順
調
で
あ
る
。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総務文教常任委員会

　９月定例会の総務文教常任委員会では、新角館庁舎完成後の組織再編や令和元年度の決算、令和２年度の
補正予算について審査されました。補正予算では、今年度開業した総合給食センターの設備の不備やこれま
での運営状況などが議論されました。

　小・中学校に1人１台のタブレット端末を購入

■宿泊施設となる西宮家の二つの蔵

新角館庁舎の１２月開庁に合わせた
組織再編に関する条例案を議論

　市当局からは、「条例制定は、新角館庁
舎に事業部門を集約するメリットを最大限
に生かすため、これまでの観光部門に、文
化財保護と創造、スポーツ担当の部門を移
管し、新たに「観光文化スポーツ部」とし
て、一元的視点で事業を実行できるように
するためである。」との説明がありました。
各委員からは、文化財課の市長部局移管の
弊害、市民への説明の必要性、市役所職員
の理解等について質疑が集中しました。
反対討論　法律改正により文化財課は市長
部局に移管できるが、検討課題が多数ある。
市民の意見を求めるなど 12 月定例会まで
の間に検討した上で、議会のコンセンサス
を得る必要がある。
賛成討論　町村合併以来、初めて事業部門
が１つの建物にまとまる機会であり、組織
再編には絶好のタイミングだ。文化財課を
どこで所管しても、これまで以上の対応を
すると明言している。また、各部の連携に
よる効率的な業務運営により、行政サービ
スの迅速化とより高品質なサービスの提供
が期待できる。

採決結果（委員長は除く）
賛成 反対 結　果
2 3 委員会否決

※なお、その後の本会議では、
　賛成 10　反対 6　で可決されました。
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令和元年度 市立病院事業決算 　　単位：千円

角館病院 田沢湖病院 合計
医業収益 3,137,313 652,015 3,789,328
医業費用 3,847,891 851,389 4,699,280
医業利益 -710,578 -199,374 -909,952

医業外収益 627,154 254,503 881,657
医業外費用 138,318 38,124 176,442
経常利益 -221,742 17,005 -204,737

特別利益 56,963 6,019 62,982
特別損失 23,329 0 23,329
純損益 -188,108 23,024 -165,084

市民福祉常任委員会

■一般会計補正予算　主な内容
戸籍住民基本台帳費 752万円 海外に転出してもマイナンバーカードを使用可能にするシステム改修

斎場管理運営費 44万円 田沢湖斎場の修理費用

児童福祉施設費 1,711万円 新型コロナウイルス感染予防のため市内全保育施設へ衛生用品・遊具購入費用

検温モニター購入費 211万円 市民福祉部関係７台購入分（クリオン、にしき園、保健課、東風 ( だし ) の湯、
３診療所）

保
育
園
児
免
疫
力
ア
ッ
プ
遊
具

整
備
事
業
費
並
び
に
補
助
金
に

つ
い
て

質
問　

免
疫
力
ア
ッ
プ
遊
具
と
は
何

か
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
感
染
収
束
の
見
通
せ
な

い
中
で
、
保
育
施
設
屋
内
外
の
遊
具
の

充
実
を
図
り
、
園
児
の
体
力
増
進
に
寄

与
し
た
い
。

質
問　

各
施
設
で
必
要
と
し
た
遊
具

か
。

答
弁　

各
保
育
施
設
（
認
可
・
認
可
外
・

私
立
）
か
ら
希
望
を
取
っ
た
も
の
で
あ

る
。

田
沢
湖
斎
場
に
つ
い
て

質
問　

広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
斎
場

の
改
修
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い

る
。
市
内
に
は
、
広
域
が
運
営
す
る
北

部
斎
場
と
、
市
営
の
田
沢
湖
斎
場
が
あ

る
が
、
田
沢
湖
斎
場
は
、
い
つ
ま
で
や

る
の
か
。

答
弁　

北
部
斎
場
は
大
規
模
改
修
し
て

今
後
20
年
間
使
用
し
た
い
と
し
て
い

る
。
田
沢
湖
斎
場
は
随
時
修
理
し
な
が

ら
20
年
間
使
用
し
、
寿
命
時
期
が
重
な

る
北
部
斎
場
と
合
わ
せ
て
対
応
を
検
討

す
る
。

Ａ
Ｉ
検
温
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て

質
問　

ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
の
よ

う
に
使
う
の
か
。

答
弁　

購
入
予
定
し
て
い
る
も
の
は
ス

マ
ホ
の
よ
う
な
形
で
、
そ
の
前
に
顔
を

向
け
る
と
、
検
温
と
顔
認
証
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
異
常
が
あ
る
と

ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　９月定例会の市民福祉常任委員会では、令和２年度一般会計補正予算・令和元年度決算について審査され
ました。新型コロナ感染予防対策として、公共施設等へ検温モニターが設置される他、保育施設への衛生用
品や遊具の充実が図られます。

新型コロナウイルス感染予防対策関連
市内診療所や三セク温泉施設などにAI検温モニターを設置へ

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

令和２年度病院事業会計補正予算
角館総合病院に人工透析機器を追加導入

質問　部屋の中は密状態にならないか。患者数の傾向は。
答弁　透析室のベッド間隔は保健所から示されており、

十分な余裕がある。現在の稼働率は 97％で、５名
の患者が待機している。今回２台購入することで
それが解消できる。

令和元年度病院事業会計決算認定
厳しい病院経営を議論

賛成討論
○市民目線で信頼される病院づくりに努力してほしい。
○コロナ禍で大変な状況にあるが、経営体質の改善に向

けた取組みを今以上に進めるべきだ。資金不足が著し
く、一般会計からの繰出しに依存している状況からの
脱却は急務であり、医師確保対策をはじめとした収益
向上策に努め、早期に経営安定化が図られるよう求め
る。
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令和元年度 特別会計及び公営企業会計決算認定される
 　　単位：千円

会計別 事業名 歳入
（収入）

歳出
（支出）

歳入歳出
差引額

収入
未済額

特別
会計

下水道事業 653,724 638,617 15,107 18,199
集落排水事業 510,859 468,561 42,298 214,229
浄化槽事業 93,236 83,139 10,097 3,459

企業
会計

温泉事業 62,273 61,307 965 8,730
水道事業 535,413 587,536 -52,122 22,849

仙北市議会だより

産業建設常任委員会

質
問　

道
路
の
除
雪
作
業
に
お
い
て
、
丁
寧

な
除
雪
に
よ
り
、
安
全
な
走
行
を
確
保
す
る

た
め
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
教
育
体
制
に
つ
い

て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
教
育
に
つ

い
て
は
、
路
線
が
変
更
の
時
は
、
必
ず
前
任

者
と
新
任
者
が
一
緒
に
歩
い
て
確
認
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
建
設
課
と
し
て
は
、

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
技
術
講
習
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
建
設
業
協
会
や
関
係
団
体
の
講
習

を
奨
励
し
て
い
る
。

質
問　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
角
館
中
心
市

街
地
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
相
談
室
の
改
修

工
事
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
収
束

後
の
利
用
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る
の

か
。

答
弁　

指
定
管
理
者
で
あ
る
仙
北
市
商
工

会
と
充
分
に
検
討
を
重
ね
、
本
来
の
目
的
で

あ
る
ホ
ー
ル
の
活
用
が
可
能
な
形
で
進
め

る
。

質
問　

元
気
な
中
山
間
農
業
応
援
事
業
は
、

畑
地
化
事
業
の
条
件
不
利
地
に
有
効
な
施

策
で
あ
り
事
業
の
継
続
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

本
事
業
は
圃
場
基
盤
整
備
が
で
き

な
い
地
域
に
と
っ
て
は
有
効
な
施
策
と
考

え
る
。
区
画
拡
大
事
業
は
中
山
間
地
域
に
は

必
要
で
あ
り
今
後
も
引
き
続
き
県
に
働
き

か
け
て
い
く
。
ま
た
、
市
の
単
独
事
業
等
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
対
策
に
あ
た
り
た
い
。

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■一般会計補正予算の主な内容

仙北市プレミアム宿泊支援事業費 9,720万円 県発行プレミアム宿泊券 1 枚あたり 3000 円を割引する
サービス

角館中心市街地活性化センター管理運営費 468万円 コロナ対策相談室の改修工事費用

3 密を避けた新たなスノーツーリズム推進事業費 110万円 新しい冬の農山村地域ツーリズム対策費（ガイド育成等）

多面的機能支払交付金事業費 751万円 交付金対象事業体増加に伴う増額補正　　　　　

元気な中山間農業応援事業費 75万円 農地の畑地化事業費（条件不利地に有効）

道路新設改良費 △1億5,988万円 社会資本整備総合交付金事業費
（交付金配分確定に伴う減額）

道路維持費 4億3,584万円 冬期交通対策費（除雪関連費）

　9 月定例会の産業建設常任委員会では、主に令和 2 年度一般会計補正予算や令和元年度一般会計及び水道・
温泉事業決算を始めとした各決算が審査されました。

第４次経済支援対策
プレミアム宿泊支援事業9,720万円 実績対応追加分など実施へ

■温泉事業の安定継続はいかに
　（田沢湖高原分湯槽）

令和元年度　公営企業会計決算認定の主な質疑
質問　温泉事業の継続性と企業債の償還についてどのようなビジョンをもっているか。
答弁　　今後、温泉事業を継続するためには、今のお客様を減らさないよう続けていくことが先決である

が、源泉供給元の塚本總業に対しても市長、副市長を含め、再度コロナ禍に伴う減額に応じて頂く
よう取組みが必要である。温泉事業は、田沢湖地区の観光の要であり、ホテルや旅館から個別に話
を聞き観光商工部との連携強化を図りながら温泉事業に取組みたい。企業債の償還については、全額、
市からの繰入れで行わざるを得ないとする判断に基づくものである。今後の工事については、温泉
事業基金の活用、および一般会計からの繰り入れを予定している。
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９
月
17
日
、
角
館
武
道
館
で
実

践
空
手
道
武
心
会
の
練
習
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
幼
児
か
ら

小
学
生
の
方
々
20
数
名
で
黄
色
い

声
も
飛
び
交
い
、
気
合
の
入
っ
た

稽
古
で
し
た
。

　

師
範
の
湯
澤
浩
一
さ
ん
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

武
心
会
は
２
０
０
３
年
７
月
５

日
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
角
館
・
大
曲
・
横
手
・

大
館
・
鹿
角
・
二
ツ
井
に
道
場
が

あ
り
、
角
館
本
部
道
場
で
は
50
名

の
道
場
生
が
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。

　

稽
古
は
大
き
く
分
け
る
と
ジ
ュ

ニ
ア
ク
ラ
ス
（
幼
児
～
小
学
生
）

と
一
般
ク
ラ
ス
（
中
学
・
高
校
・

社
会
人
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
４

才
か
ら
50
才
台
の
道
場
生
が
稽
古

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
様
々
な
大
会

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

東
北
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
大
会

に
出
場
す
る
選
手
も
い
る
の
で
す

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
各
種
大
会
が
軒
並
み
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
武
心
会
空
手
で
は

昇
級
審
査
会
を
通
じ
て
自
身
の
成

長
を
確
認
で
き
る
機
会
を
設
け
て

お
り
、帯
の
色
が
上
が
る
こ
と
で
、

個
々
の
自
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　
「
大
事
な
こ
と
は
目
標
を
設
定

し
達
成
す
る
日
ま
で
ど
の
よ
う
に

稽
古
を
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に
努

力
す
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。
日
々

の
稽
古
を
通
し
て
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
に
負
け
な
い
、
何
事
も
決
し
て

諦
め
ず
、
前
へ
前
へ
と
戦
い
続
け

る
人
間
的
な
強
さ
や
優
し
さ
を
養

う
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
で

す
。」

　

師
範
の
実
直
な
人
柄
が
伺
え
る

話
で
あ
り
何
よ
り
礼
儀
正
し
い
子

供
た
ち
か
ら
元
気
を
頂
い
た
出
会

い
で
あ
り
ま
し
た
。

（
八
柳 

良
太
郎 

記
）

　

新
角
館
庁
舎
の
建
設
工
事
も
順
調
に

進
み
間
も
な
く
完
成
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
新
角
館
庁
舎
の

12
月
開
庁
に
合
わ
せ
た
組
織
再
編
に
つ

い
て
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

町
村
合
併
以
来
、
初
め
て
仙
北
市
の
事

業
部
門
が
一
つ
の
庁
舎
に
ま
と
ま
る
こ

の
機
会
に
、
組
織
を
再
編
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
か
ら
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
と
人

口
減
少
社
会
を
見
据
え
た
、
新
し
い
、

そ
し
て
効
率
的
な
仙
北
市
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

　

市
議
会
も
、
新
角
館
庁
舎
の
開
庁
を

機
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
常
識
が
通
用
し
な
い
新
た
な
時
代
の

到
来
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
柔
軟
な
思

考
と
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
磨
き
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、常
に
、そ
の
言
動
は
『
市

民
を
幸
福
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
か

⁉
』
を
第
一
に
考
え
て
、
日
々
行
動
し

て
い
き
た
い
と
強
く
思
う
今
日
こ
の
頃

で
あ
り
ま
す
。

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

編
集
後
記

■小学校低学年の基本稽古■押忍 元気な角館道場生

い
き
い
き
広
場

実
践
空
手
道
武
心
会

「おでかけ市議会」は新型コロナウイルス感染防止の観点
から、12 月末まで開催を休止しておりますのでご了承願
います。
●お問合せ先…仙北市議会事務局　TEL0187-43-0334

お
知
ら
せ

おでかけ市議会の
休止について


